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N e r s e s s i a n
パーヴェル・ネルセシアン

ピ アノリ サイタ ル

世 界 初
時 間 差 調 律 による
一 流 ピ ア ニ ス ト
★時間差調律「商標登録第�������号」特許取得済

PIANO Recital
２０２２年

330
東京文化会館 小ホール（JR上野駅公園口前）

開演１８：３０（開場１７：４５）

水

ペ ア券 は 前 売りの み

全席自由 < 未 就 学 児 入 場 不 可 >

一般 ５，０００円  学生券 ２，５００円 ※当日は各５００円増

ペア券 ８，０００円

シューマン
ウィーンの
謝肉祭の道化 op.��

プーランク
ナゼルの夜会

シューマン
謝肉祭 op.９    ほ か
■使用ピアノ：松永製作アクション仕様スタインウェイD型

後援：一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）

チケット 取 り 扱 い
■東 京 文 化 会 館 チケットサービス  T E L : 0 3 - 5 6 8 5 - 0 6 5 0  h t t p : / / w w w. t - b u n k a . j p /
■セブンイレブン（ 電 話・インターネット）
■チケットぴあ（ P コード：� � � - � � � ）
■松 永ピアノ T E L : 0 8 3 - 9 7 3 - 1 8 7 7  h t t p : / / w w w. m a t s u n a g a - p i a n o . c o . j p

★

主催・お問合せは

株式会社 松永ピアノ TEL ０８３-９７３-１８７７
h t t p : / / w w w. m a t s u n a g a - p i a n o . c o . j p



PROFILEプロフィール
１９９１年 G PAダブリン 国 際ピアノコンクール１位 受 賞 。

同 世 代ピ アニストたちの 中 で 、最も注目すべきピ アニストの 一人と言 わ れて いる 。コンクー

ル に 参 加したすべ てのソビエトピ アニストの 中 でも 、彼 は 非 常に 特 別 な スタイル の 演 奏 で

注目された 。

彼 は 、プ ロコフィエフのピ アノ 協 奏 曲 第２番 、若 い 頃 のプ ロコフィエフ自 身 が 大 胆 な セン

セ ーションを 追 求 するために作 曲したと言って いる 、しかも 複 雑 でソリストさえもすくんで

しまう 、と言 わ れたこの 協 奏 曲を国 立 交 響 楽 団との 共 演 で見 事 に 表 現した 。それ はまた 作

曲 家 自身 の 演 奏 が 厳 格 で 簡 潔 で 非 常 にシン プル であるということを思 い 出させる 演 奏 で

もあった 。プ ロコフィエフ自身 の 演 奏 は 明 確 なリズム・完 全 で力 強 い 音・シャープ で見 事 に

まとめられたフレ ージング であった 、と言わ れて いる 。

１９８５年 には 、ウィーン で 開 催されたベートーヴェンピアノコンクール 、サンタンデール で

開 催され た パ ロマオ シェイコンクール 、東 京コンクール で 賞 を 受 賞 する 。ロシア連 邦 の 名

誉ある芸 術 家 、国 際コンクール の 受 賞 者 。モスクワチャイコフスキ ー音 楽 院 、ボストン 大 学

の 教 授 である 。

彼 の 演 奏 は 、技 術・魅 せ 方・音 色 などどのような 面 から 聴 いてもとても素 晴らしい 。１９８

７年 から 、彼 は 故セル ゲイ・ドレンスキ ー の 助 手として 、そしてモスクワの 子 供 音 楽 学 校 第

６０号 のコン サ ートマスターとして教 育の 仕事 を始 めて いる 。

★時間差調律「商標登録第�������号」特許取得済

★
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TEL.���-���-����
FAX.���-���-����
山 口 県 山 口 市 小 郡 大 江 町 � - � � - �  大 江ビル � F

世 界 初
時間差調律による
一 流 ピ ア ニ ス ト

チケット取り扱 いチケット取り扱 い
■東京文化会館チケットサービス
　TEL:03-5685-0650
　http://w w w.t-bunk a. jp/

■セブンイレブン（電話・インターネット）
■チケットぴあ（Pコード：���-���）
■松永ピアノ
　TEL:083-973-1877
　http://w w w.matsunaga-piano.co. jp

H Pからもお申込みいただけます。お問い合わせは松永ピアノまで。

“ パ ー ヴ ェ ル・ネ ル セ シ ア ン ”
繊細、かつ陰影にとむ音色を奏でるピアニスト。
彼と初めて出会ってから、もう２０年は経ったでしょうか…。
“私はどんなピアノでも構いません”という彼。
つまり“どんなピアノからでも美しい音を出せる
テクニックを持っています”という意味だったのです。
しかし、私の調律したピアノを弾いた後の、
彼の驚きの表情は、今も忘れられません。
それ以降、彼の音の追究はとどまることなく、
そのハイレベルな要求を満たすべく、
私がたどり着いたのは “チューニングピントルク”
世 界 初  時 間 差 調 律！
それによって現れる無限に多様性を秘めた音色。
演奏家と調律師とで創り出される響き・音楽！
そしてそれを体感する醍醐味！

是非！会場で！あなたも。

新型コロナウイルス感染防止の取り組みにご協力をお願いします

●発熱・感冒症状がある場合はご来場をお控えください。
●ご来場の際はマスク着用をお願いします。
●感染状況により、中止になる場合もございます。

最 新 の 情 報 は H Pで確 認ください 。


